
隠岐の島ｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝ商品『応援手形』におけるリグノフェノール事業の PR 
地域戦略研究所 安井裕彦・岡田清明・藤本栄之助

平成 27 年 6 月 21 日開催の隠岐の島町の一大イベント「隠岐の島ウルトラマラソン」にてリ

グノフェノール事業の PR を目的とした『応援手形』という商品を企画・製作・販売した。以下

では、この商品の企画の経緯や顧客の反応、販売での反省等を書き記す。

隠岐の島ウルトラマラソンとは、島根県隠岐郡隠岐の島町で 6 月中下旬に開催されるマラソ

ン大会で、フルマラソンより長い 100 km と 50 km の部が併設されている。100 km コースは、西

郷港をスタートし、隠岐の島一周し、隠岐の島町総合体育館～レインボーアリーナーのゴールを

目指す。全国のウルトラマラソンの中でも特に人気があり、NAVER（大手インターネット検索

サービス）によると「2014 年の一度は挑戦してみたいウルトラマラソン」のクチコミ評判でも、

お勧めランキング全国 1 位として掲載されている。参加者は年々増え、島外から 800 人が参加し

（島内の宿泊施設の規模に制限があるため 800 人の先行受付）、島内参加者と合わせると約 1300

人の参加規模である。特徴として、島内の中学生・高校生をはじめとした一般ボランティアや島

民が地域一体となって、協力・応援し、各地域の休憩地点で料理を振るまったり、島内中学生が

ランナーに手紙を送ったり 等の地域とランナーの交流が濃いマラソンとして人気を博している。

今大会は 10 回記念となり、特に島内や島外からも注目が高い。そこで、この一大イベントに便

乗して、リグノフェノール事業も PR しようとの提案があった。

このリグノフェノールとは、隠岐の島町布施

地区にあるバイオマス実証設備で、木材のリグ

ニン成分（木材成分の 30％にあたる）を抽出

し、世界で初めて安定化して取り出すことに成

功したバイオマスである。このバイオマスは、

石油代替として期待されており、塗料や接着剤

にもなる。我々は、島内の林業活性化のために

島内の処理に困る松枯れ木や間伐材等の未利

用材を原料として、リグノフェノール塗料・接

着剤等を製造し、島内木材と組み合わせた製品 ▲ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙ塗料・接着剤を用いた表彰楯（第 9回大会）

▲ 隠岐の島ウルトラマラソン広告（出典：http://oki-dougo.info/ultra.html） 
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の開発を実施している。第 9 回大会ではこの接着剤で隠岐特産の黒松を張り合わせて、塗料で木

目を鮮やかにした表彰楯を製作し、50 km・100 km 男女一位に贈呈し、オンリーワンの楯という

ことで喜んで頂いた。

今回も同様にリグノフェノール PR ということでランナーの方々にとって喜ばれるものを作

ろうということになった。ただし、今回は商品の数を増やし、PR 効果の拡大を狙った。そのた

めには予算がある程度必要なので、地域戦略課の岡田課長と藤本顧問のポケットマネーを財源

として、販売形式で実施しようということになった。販売になると、より魅力的な商品が求めら

れる。そこで全国のウルトラマラソンを走られているランナーやマラソンの企画者である役場

の方々からヒアリングや協議を重ね、商品企画を熟成させた。

 ランナーには、何のために全国各地のマラソンを走るのか？今までマラソンの商品の中で何

が嬉しかったか？役場の方々には、隠岐の島のウルトラマラソンの特徴や今までの商品等をヒ

アリング・協議した。これらを簡単にまとめると、① ランナーは地域性のあるオンリーワンの

商品を求む。② 隠岐は応援する地域の方々と走者との距離が近いことが魅力。③ 参加者には走

ることより、地域交流を重視するランナーも一部いる等の重要な意見がでた。これらの意見やリ

グノフェノールの PR の観点から『応援手形』なるものを企画し、製作した。

応援手形とは、マラソンの各地域 32 ヵ所の休憩

地点で地域住民の皆さんに応援メッセージ書いて

もらって（スタンプラリーの様な）、ランナーと地

域とで作る記念品をコンセプトとして企画したも

のである。この手形の表は、リグノフェノール塗

料で木目を綺麗にした黒松に応援手形と隠岐の島

をレーザーで掘り、裏にはメッセージ寄せ書き用

のスペースがある。本大会では、100 個製作し、ウ

ルトラマラソンの前夜祭に販売した。

応援手形の販売結果は、100 個中 82 個が売れた。

顧客ランナーの反応は良く、珍しい取組商品とし

て喜ばれ、これを身に着けて走っている姿や顧客

の喜ぶ顔を見ることができた。メッセージ欄の活

用は、地域住民との交流のため、走る家族や自分自

身に向けてのメッセージなど様々であった。顧客

の特徴として、全員は島外であったこと。全国のウ

ルトラマラソンを走っているランナーであったこ

とから、狙ったニーズに当てはまる商品ができた。

ただし、反省も多くあった。

この企画の商品だとリグノフェノール塗料が活かしきれていない。というのは、リグノフェノ

ール塗料がなくても、この応援手形は成立するからだ。また、18 個が売れ残った。ニーズはあ

▲応援手形販売状況様子

▲各地域の休憩地点（布施地区） 

4



ったものの、興味があるランナーの数を導き出し、製作数も決めていれば良かった。これらの課

題は今後に生かしたい。

今回、リグノフェノールを用いて初めて販売形式の PR をしたが、地域住民だけでなく、隠岐

の島役場においても、この取り組みに注目して見て頂き、非常に効果があったと思う。また、私

にとっても、商品の上流（原料）から下流（販売）までの一連の流れとして取り組ませて頂いた

のは、非常に貴重な経験ができた。今回の取組は企画・製造・販売まで多くの方々に関わって頂

いた。この場をお借りして、協力して頂いた関係者に敬意を表し、感謝申し上げたい。

▲隠岐の島ｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝ前夜祭 ▲隠岐の島ｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝゴール地点 ▲ｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝﾗﾝﾅｰｺﾞｰﾙ瞬間 

▲応援手形とその広告（ランナー1500 人に配布） 
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